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実験背景 (Pb,Cu)Sr2(Y,Ca)Cu2Oz（(Pb,Cu)-"1-2-1-2"）の化学組成として，Pb4+/Cu2+ 比と Y3+/Ca2+ 比が

相関しつつ変化する (Pb(1+x)/2Cu (1-x)/2)Sr2(Y1-xCax)Cu2Oz（z@7）が示されている [1]．しかし，（Pb,Cu)O 
一重層の Cu が Sr によって置換された組成における 100 K にも及ぶ超伝導転移温度（Tc）の報告も

ある [2]．本研究では，(Pb(1+x)/2Sr (1-x)/2)Sr2(Y1-xCax)Cu2Oz の合成を試み，高 Tc 化の可能性を探った． 
実験方法 配合組成を (Pb(1+x)/2Sr(1-x)/2)Sr2(Y1-xCax)Cu2Oz (x＝0～0.9) とし、PbO，SrCO3，CaO，Y2O3，

CuO の粉末試薬を用いて固相反応法により試料を作製した。仮焼を 850˚C×10 h，本焼を 1050˚C×1 h
で行った。試料評価には粉末 X 線回折（XRD）法を用いた． 
実験結果と考察 いずれの組成においても "1-2-1-2" 単一相は得られなかった．Sr 置換 "1-2-1-2" の
生成の報告の多くにおいて高圧法，真空封入法などが用いられており，常圧合成は困難であるものと

推測された．x＝0.6～0.8 の試料において超伝導転移が確認され，Tc は約 50 Kであった．これは 
(Pb/Sr)-"1-2-1-2" ではなく，混在する (Pb/Cu)-"1-2-1-2" が超伝導を示したものと考えられる．本 "1-2-
1-2" 相の固溶の挙動は複雑であり，今後，Sr サイトへの Ca の固溶の効果についても考慮する必要が

あると考えられる． 
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